






































































































































































































































































































































人中 10 人が 5 年後に死亡している」というのと、
















































































































































































































































































































































































  4） ʻNudgeʼ（ナッジ）を検討している日本語文献に
ついては、瀬戸山（2010）、福原（2010）、井上（2009）
などがある。
  5） 森村（2008）および瀬戸山（2010）参照。


















Cass R. Sunstein and Richard H. Thaler （2003） 
ʻLibertarian Paternalism Is Not an Oxymoronʼ  The 




Dan Ariely （2007） ʻPredictably Irrationalʼ （=2008 熊谷淳
子訳『予想どおりに不合理―行動経済学が明かす
「あなたがそれを選ぶわけ」』
Faden, R.R.and Beauchamp,T.L.,（1986） ʻA History and 





























橋法学』第 7 巻 3 号 1087-97.
Richard H. Thalar and Cass R. Sunstein （2008） ʻNudge: 






（一）」阪大法学 60 巻 807-826
清水哲郎（1997）『医療現場に臨む哲学』勁草書房
清水哲郎・伊坂青司（2005）『生命と人生の倫理』放送
大学教育振興会
数土直樹（2001）『理解できない他者と理解されない自
己―寛容の社会理論―』勁草書房
友野典男（2006）『行動経済学―経済は感情で動いてい
る』光文社新書
依田高典（2010）『行動経済学』中公新書
